
大
阪
の
隣
奈
良
県
に
「
ぽ
っ
く
り
さ
ん
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
と

て
も
賑
わ
っ
て
い
る
寺
が
あ
る
。
そ
の
寺
に
詣
る
と
年
老
い
た
際
に
中
風

（
脳
卒
中
）
な
ど
で
寝
込
ん
で
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
名

の
と
お
り
「
ぽ
っ
く
り
死
ぬ
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

死
の
直
前
ま
で
元
気
で
い
て
、
誰
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
人
生
を

全
う
し
た
い
と
い
う
願
い
は
誰
に
で
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
現

実
は
、
も
っ
と
厳
し
い
様
相
を
示
し
つ
つ
あ
り
、
老
い
に
ま
つ
わ
る
不
安
の

中
で
も
「
介
護
を
め
ぐ
る
不
安
」
が
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
家
族
に
と
っ
て

も
非
常
に
切
実
な
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
を
め
ぐ
る
家
族
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
大
阪
府
に
お
け

る
高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

報
告

大
阪
府
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
展
望

は
じ
め
に

家
常
恵

（
大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

総
人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
人
口
の
割
合
で
あ
る
高
齢
化
率
の
推
移
を

見
て
み
る
と
、
大
阪
府
で
は
一
九
九
○
年
の
国
勢
調
査
時
点
で
は
九
・
三
％

で
あ
り
、
全
国
平
均
の
一
二
・
三
％
に
比
べ
る
と
比
較
的
若
い
地
域
で
あ
る

と
言
え
る
が
、
今
後
の
推
計
で
は
急
速
に
高
齢
化
が
進
承
二
○
か
ら
二
五
年

後
に
は
全
国
平
均
に
並
び
、
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
に
突
入
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
高
度
経
済
成
長
時
代
に
、
府
に
流
入
し
た
若
者

た
ち
（
団
塊
の
世
代
）
が
高
齢
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
り
、
大

阪
の
地
域
的
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
中
で
も
後
期
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
七
五
歳
以
上
人
口
の

割
合
は
一
九
九
○
年
で
は
三
九
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
二
○
二
○
年
に
は
四

八
・
四
％
、
二
○
二
五
年
に
は
五
七
・
二
％
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

る
（
大
阪
府
長
寿
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
推
計
）
。
後
期
高
齢
期
に
入

る
と
成
人
病
の
有
病
率
や
そ
の
後
遺
症
と
し
て
の
身
体
障
害
、
痴
呆
の
発
生

率
等
が
急
激
に
高
く
な
る
こ
と
、
老
衰
に
よ
る
虚
弱
傾
向
な
ど
を
考
慮
す
る

と
介
護
が
必
要
と
な
る
高
齢
者
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
出
生
率
の
低
下
は
著
し
く
、
特
殊
出
生
率
（
概
念
上
一
人
の
女
性

が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数
）
は
平
成
三
年
に
は
一
・
五
三
に
ま
で
下
が
っ
て

い
る
。
そ
し
て
人
口
に
占
め
る
年
少
人
口
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
高
齢
化
率

(1)
一
高
齢
社
会
の
進
行
と
要
介
護
老
人
の
増
加

大
阪
府
に
お
け
る
高
齢
化
の
進
行
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を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
（
厚
生
省
「
人
口
動
態
統
計
」
）
。

欧
米
先
進
国
の
高
齢
化
の
進
行
と
わ
が
国
の
状
況
を
比
較
す
る
と
欧
米
先

進
国
で
は
五
○
年
か
ら
一
○
○
年
か
か
つ
て
起
こ
っ
た
変
化
が
日
本
で
は
二

五
年
間
で
達
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
二
○
二
○
年
に
は
、
群
を
抜
い
て

人
類
が
経
験
し
な
い
事
態
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

護
者
年
齢
と
重
な
る
た
め
、
八

間
で
の
問
題
が
深
刻
で
あ
る
。

核
家
族
化
の
進
行
は
年
を
追
っ
て
そ
の
速
度
を
増
し
つ
つ
あ
り
、
高
齢
者

の
い
る
世
帯
に
お
け
る
三
世
代
世
帯
の
比
率
は
、
昭
和
五
○
年
の
五
四
・
四

％
か
ら
平
成
三
年
に
は
三
八
・
五
％
と
変
化
し
て
お
り
、
単
独
世
帯
、
夫
婦

の
承
世
帯
の
増
加
が
著
し
い
。
そ
し
て
一
人
暮
ら
し
老
人
の
高
齢
者
人
口
に

し
め
る
割
合
は
昭
和
四
八
年
は
六
・
八
％
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
三
年
に
は

二
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
（
国
民
生
活
基
礎
調
査
）
。

大
阪
府
の
一
人
暮
ら
し
老
人
の
割
合
は
、
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
時
点
で

一
五
・
八
％
で
あ
り
、
と
く
に
大
阪
市
は
二
○
・
五
％
と
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
承
成
年
女
性
の
年
齢
別
就
労
状
況
は
、
学

齢
期
、
子
供
の
養
育
期
と
高
齢
期
を
除
く
と
平
成
三
年
は
お
し
な
べ
て
六
○

％
を
超
え
、
女
性
の
就
労
は
社
会
的
に
も
女
性
個
人
に
と
っ
て
も
重
要
な
位

置
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
（
経
済
庁
調
査
）
。
特
に
子
育
て
が
落
ち
着

い
た
三
○
代
後
半
か
ら
五
五
歳
ま
で
の
女
性
の
就
労
が
多
く
、
親
世
代
の
介

護
者
年
齢
と
重
な
る
た
め
、
介
護
と
経
済
的
条
件
、
介
護
者
の
社
会
生
活
の

(2)

家
族
構
造
の
変
化

高
齢
化
の
進
行
は
必
然
的
に
、
介
護
を
受
け
な
が
ら
長
寿
を
全
う
す
る
人

点
の
層
が
厚
く
な
り
、
ま
た
長
期
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
一
方
介
護

を
す
る
側
に
つ
い
て
も
前
述
の
よ
う
な
社
会
的
変
化
が
現
わ
れ
て
お
り
、

①
一
人
暮
ら
し
老
人
や
老
夫
婦
世
帯
の
増
加
は
、
家
族
内
に
介
護
者
が
い
な

い
、
又
は
高
齢
で
安
定
し
た
介
護
力
を
期
待
で
き
な
い
世
帯
の
増
加
を
意

味
す
る
。

②
子
や
子
の
配
偶
者
に
介
護
を
期
待
す
る
場
合
も
、
「
就
労
の
た
め
充
分
な

介
護
が
で
き
な
い
」
、
「
介
護
者
へ
の
過
重
な
負
担
の
た
め
家
庭
崩
壊
の
危

機
が
起
こ
り
う
る
状
況
に
あ
る
」
等
深
刻
な
問
題
を
多
く
の
家
族
が
抱
え

て
い
る
。

ま
た
、
核
家
族
化
の
進
行
に
伴
い
、
生
活
意
識
が
家
中
心
か
ら
夫
婦
中

心
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
て
き
た
、
扶
養
に
対
す
る
意
識
の
変
化

も
無
視
で
き
な
い
。

③
そ
し
て
、
昨
年
大
阪
府
下
で
起
き
た
生
活
苦
に
よ
る
老
夫
婦
の
心
中
事
件

や
夫
を
介
護
す
る
老
妻
の
衰
弱
死
事
件
は
、
近
隣
や
民
生
委
員
に
も
予
見

で
き
ず
、
充
分
で
は
な
い
に
し
る
種
々
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
及
ば
な

か
っ
た
点
で
関
係
機
関
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
老
夫
婦
（
特
に
後
期
高
齢
期
の
老
夫
婦
）
の
孤
立
化
や
閉
じ
隠

り
傾
向
と
地
域
の
相
互
交
流
機
能
の
低
下
は
重
要
な
課
題
を
は
ら
ん
で
い

う
（
》
。 (3)

家
庭
の
介
護
機
能
の
低
下
と
地
域
社
会
の
変
化
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高
齢
化
の
進
行
に
対
応
す
る
保
健
福
祉
施
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
い
つ
で

も
、
誰
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
。

従
来
、
日
本
の
福
祉
施
策
は
、
救
貧
対
策
的
傾
向
が
強
く
対
象
者
を
限
定

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
般
的
に
は
縁
遠
い
「
内
容
」
「
イ
メ
ー
ジ
」

で
あ
っ
た
が
、
高
齢
化
が
進
承
、
介
護
に
関
す
る
一
一
－
ズ
が
経
済
状
況
に
関

わ
り
な
く
一
般
的
に
な
っ
て
く
る
に
従
い
福
祉
の
概
念
や
内
容
の
転
換
が
必

要
と
な
り
、
普
遍
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

①
給
付
的
福
祉
か
ら
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
転
換
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
者
と
受
け
手
の
対
等
な
関
係
、
且
つ
利
用
者
に
と
っ
て
の
効
果
性
と
利

便
性
を
重
視
し
た
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
。

具
体
的
に
は
、

○
対
象
者
を
限
定
し
な
い
こ
と
、

○
必
要
に
応
じ
た
利
用
回
数
や
利
用
時
間
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

○
利
用
時
間
帯
が
生
活
に
準
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

特
に
、
土
曜
日
や
休
日
の
利
用
に
つ
い
て
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

○
利
用
手
続
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
。

等
が
重
要
で
あ
る
。

②
在
宅
生
活
へ
の
支
援
重
視

一
九
八
二
年
に
国
連
で
確
認
さ
れ
た
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理

二
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
方
向

念
は
、
障
害
者
を
主
体
と
し
て
と
ら
え
、
自
主
性
を
持
っ
た
普
通
の
市
民
と

し
て
生
活
す
る
こ
と
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
。

高
齢
に
な
り
、
何
ら
か
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
個
人
の
尊
厳
を
守
り
、

生
活
の
質
を
落
す
こ
と
な
く
以
前
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

こ
そ
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

在
宅
生
活
の
支
援
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誰
も
が
老
い
、
障
害

を
持
っ
て
生
き
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
確
認
す
る
に
従
い
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
。

③
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

介
護
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
わ
た
る
（
文
化
的
ニ
ー

ズ
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
も
思
う
）
非
常
に
幅
広
い
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
対
象
者
の
身
体
的
、
精
神
的
状
況
や
家
族
の
介
護
力
な
ど
の
社
会

的
条
件
、
生
活
様
式
や
生
活
に
対
す
る
考
え
方
に
よ
り
、
そ
の
必
要
と
す
る

種
類
や
量
は
個
人
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、
個
別
的
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
時
間
的
経
過
に
よ
り
対
象
者
自
身
の
状
況
も
家
族
を
め
ぐ
る
社
会

的
状
況
も
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
常
に
可
変
的

な
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、

○
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者
に
よ
っ
て
選
択
で
き
る
多
様
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
生
活
の
連
続
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
時
間
的
連
続
と
と
も
に
サ
ー
ビ

ス
相
互
の
連
続
性
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
が
有

効
に
機
能
す
る
為
に
も
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
提
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供
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

○
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
は
予
防
的
観
点
、
重
度
化
防
止
の
観
点
を
も
っ
て
準
備

さ
れ
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
予
防
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
ケ
ア
の

全
て
の
側
面
を
支
援
す
る
た
め
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携
の
と
れ
た
展
開

が
重
要
で
あ
る
。

④
家
族
の
介
護
負
拒
の
軽
減

従
来
日
本
で
は
親
族
が
寝
た
き
り
に
な
る
と
子
供
特
に
そ
の
嫁
に
介
護
が

任
さ
れ
る
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
と
さ
れ
て
き
た
。
今
も
そ
の
意
識
は
一
部
根

強
く
残
っ
て
お
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
の
抵
抗
感
と
し
て
ニ

ー
ズ
が
表
面
化
し
に
く
い
傾
向
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
側
と
し
て
も
家
族
の
介
謹
を
当
然
と
し
、
家
族
介
護
を
第
一
義
と
し
て

き
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
介
護
期
間
の
長
期
化
や
介
護
者
へ
の
過
重
な
負
拒
は
家

族
の
危
機
的
状
況
を
作
り
出
し
て
き
て
お
り
、
家
族
自
身
の
生
活
を
守
る
こ

と
と
介
護
と
の
間
で
の
葛
藤
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

住
承
慣
れ
た
地
域
で
家
族
や
友
人
と
と
も
に
人
生
を
全
う
し
た
い
と
い
う

願
い
や
、
で
き
れ
ば
家
で
介
護
し
た
い
と
い
う
自
然
な
気
持
ち
を
現
実
の
も

の
と
し
、
家
族
関
係
を
保
ち
続
け
る
た
め
に
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
と
介

護
者
自
身
の
生
活
の
尊
重
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
的
な
介
護
の
一
時
的
代
替
や
補
完
、
技
術
的
援
助
等
に
よ
る
協
力
体

制
づ
く
り
と
共
に
介
護
者
に
全
て
の
責
任
を
負
わ
せ
な
い
配
慮
と
理
解
が
必

要
で
あ
る
。

が
な
さ
れ
る
こ
と

以
上
の
よ
う
に
普
遍
的
な
一
一
－
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
質
的
量
的
に
準
備
す
る
こ
と
が
緊
急
の
行
政
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
は
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
が
予
測
さ
れ
る
二
一
世
紀
を
目
前

に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
平
成
二
年

度
ま
で
に
実
現
す
る
べ
き
目
標
を
大
蔵
省
、
自
治
省
、
厚
生
省
の
合
意
の
も

と
に
示
し
た
。
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
一
○
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
）
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
は
、

①
市
町
村
に
お
け
る
在
宅
福
祉
対
策
の
緊
急
整
備

②
寝
た
き
り
ゼ
ロ
作
戦
の
展
開

③
在
宅
福
祉
等
充
実
の
た
め
の
「
長
寿
社
会
福
祉
基
金
」
の
設
立
。

④
施
設
の
緊
急
整
備

⑤
商
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
推
進

⑥
長
寿
科
学
研
究
推
進
一
○
か
年
事
業

と
い
う
六
つ
の
柱
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
目
標
が
具
体
的
に
数
字
で
示
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
年
六
月
の
通
常
国
会
に
お
い
て
福
祉
関
連
８
法
の
改
正

を
行
い
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
の
足
固
め
を
行
っ
た
。
主
な
改
正

点
は
、

①
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
法
文
上
明
確
に
位
置
付
け
、
実
施
主
体
を
市

三
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
と
福
祉
関
係
８
法
の
改
正
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老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
を
前
に
大
阪
府
で
は
、
「
老
人
保
健
福
祉
計
画

策
定
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
を
ま
と
め
、
そ
の
中
で
平
成
二
年
度
を

目
度
と
し
た
主
要
事
業
の
目
標
水
準
を
示
し
た
。

考
え
方
の
基
礎
と
な
る
大
阪
府
下
（
大
阪
市
を
除
く
。
以
下
同
じ
）
の
推

計
人
口
は
表
１
に
示
さ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
目
標
値
や
水
準
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

町
村
と
し
て
そ
の
積
極
的
努
力
規
定
を
設
け
る
と
共
に
、
国
及
び
都
道
府
県

の
補
助
規
定
を
法
定
化
し
た
。

②
施
設
へ
の
入
所
措
置
権
を
都
道
府
県
か
ら
町
村
に
移
譲
し
、
在
宅
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
事
務
を
市
町
村
に
一
元
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
費
用
負

担
に
つ
い
て
は
国
殆
、
都
道
府
県
弧
、
市
町
村
弘
と
し
た
（
市
に
つ
い
て
は

現
行
ど
お
り
国
殆
、
市
殆
）
。

③
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
そ
れ
ぞ
れ
在
宅
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
量
を

具
体
的
数
値
で
明
記
す
る
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
義

務
化
し
た
。

こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
今
日
本
中
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
策

定
作
業
と
施
設
及
び
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

(1) 四
大
阪
府
に
お
け
る
高
齢
者
保
健
福
祉
対
策

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
と
量
的
整
備

表1 大阪府の推計人口（大阪市を除く）

｜平成u年〔厚生省人｡推計手法〕日現在）’平成2年（国勢調査：平成2年10月1

｜総人 口 ’6,110千人 6,373千人

65歳以上

(割 合）

人
ぅ
千
脱
８
．
３
８
５
く

838千人

(13.1％）

’
75歳以上

(割合）

人
フ
千
剛
４
．
１
３
２
く

296千人

(4.6％）

’32千人 50千人要介護老人推計

’’ 34千人 53千人虚弱老人推計

平成2年国勢調査及び平成3年に府が実施した「在宅サービス推進方策調査研究」 「老人保健福

祉府民意識調査」を基に推計。
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表2類型別在宅サービスの目標水準

’ ’ ’’ ’の刻フ

’’’
－

(注）家庭介護力の状況については， 「介護者が就業又は病弱若しくはいない」場合を「I」と

し， 「介護者がおり，就業でも病弱でもない」場合を「Ⅱ」として分類した。

を
総
合
的
に
提
供
す
る
観
点
か
ら
、
老
人
の
心
身
の
状
態
と
家
庭
の
介
護
力

及
び
必
要
度
を
勘
案
し
、
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
推
進
方
策
調
査
研
究
」
「
老
人

保
健
福
祉
府
民
意
識
調
査
」
を
基
に
積
算
し
た
。
そ
の
水
準
と
目
標
値
は
表

２
，
３
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
五
年
度
中
に
は
、
府
下
市
町
村
は
府
の
示
し
た
水
準
や
考
え
方
を
参

考
に
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
集
約
を
も
と
に
広
域
的

表3 目標量

(大阪市を除く）

｜ ’ ’大阪府の目標値（基本的考え方）
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家庭介護力の状況 I Ⅱ I Ⅱ I Ⅱ

ホーム プ、 ルペ－ 週6回 週3回 週2回 週2回 週2回 週1回

デ イ サ ー ビ ス 週2回 週2回 週6回 週2回 週2回 週1回

シ ョ － ト ス
一

フー イ 年6回 年6回 年6回 年6回 年2回 年2回

機 能 訓 練 週2回 － 週2回

訪 問 指 導 年12回 － 年6回

訪問口腔指導又は訪問栄養指導 年1回 － 年1回

痴呆性老人訪問指導 － 年3回 －

ホーム ダ、 ルペ－ 4,300人

シ ョ － ト ス
一

フー イ 2,100床

デイサーピスセンター 410か所

在宅介謹支援センター 330か所

特別養護老人ホーム 10,900床

老人保健施設

（ ）内は大阪市を含む （

8,400床

－ ）

ケ ア ／、 ウ ス 4,200人

在宅サービス供給ステーション 70か所

訪問看護ステーション 220か所



観
点
か
ら
府
の
計
画
を
策
定
す
る
。

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
等
入
所
型
施
設
の
現
状
と
緊
急

整
備
大
阪
府
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
一
年
実

施
の
第
一
次
五
か
年
計
画
か
ら
現
在
実
施
中
の
第
四
次
五
か
年
計
画
ま
で
大

阪
府
社
会
福
祉
審
議
会
の
提
言
を
も
と
に
実
施
し
て
き
た
。
平
成
五
年
五
月

現
在
の
整
備
数
は
、
八
一
施
設
五
六
六
六
床
で
あ
る
。

ま
た
、
老
人
保
健
施
設
は
昭
和
六
一
年
よ
り
整
備
が
始
ま
り
、
平
成
五
年

三
月
末
現
在
一
四
施
設
一
○
八
五
床
（
大
阪
市
内
を
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
族
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
老
人
の
増

加
や
家
庭
の
介
護
機
能
の
低
下
に
伴
い
施
設
入
所
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
は
年

々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
五
年
三
月
末
現
在
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
待
機
者
数
は
一
五
○
二
人
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
一
一
－
ズ
増
の
予
測
を

含
め
、
入
所
鐙
ヘ
ッ
ド
数
の
確
保
が
急
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
。
〈
－
の
派
遣
な
ど
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
拠
点
と
し
て
も
重
要
な
役

割
を
持
つ
こ
と
か
ら
そ
の
整
備
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
都
市
化
が
進
行
し
て
い
る
大
阪
府
に
お
い
て
は
土
地
確
保
が
難

し
く
、
建
築
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
施
設
整
備
が
進
み
に
く
い
条
件
下
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
府
は
平
成
三
年
九
月
府
単
独
の
「
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
伽

促
進
助
成
制
度
（
実
勢
単
価
に
並
ぶ
補
助
基
準
額
を
設
定
し
、
国
基
準
と
の

差
額
の
弘
を
助
成
）
」
を
発
足
さ
せ
、
ま
た
老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て
も
平

成
三
年
九
月
「
整
備
補
助
制
度
（
国
庫
補
助
金
と
同
額
加
算
補
助
）
」
や
平

表4

■
■
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62 63 元 2 3 4

ホームプ、ルペー

派遣人数

派遣世帯数

474

1.673

472

1,683

509

1,869

552

2.244

701

2,652

1,042

3,806

デイサーピス

施設数

利用廷人数

15

19,619

17

64,076

20

77,108

25

98,260

33

143,503

47

185,909

ショートステイ

実施施設数

利用人員

利用廷日数

58

1,719

18,823

63

2,155

23,487

64

3,647

37,653

69

5,992

64,325

73

8,689

86,422

73

11,696

105,093



成
五
年
当
初
予
算
に
お
い
て
「
利
子
補
完
成
度
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
設
置

者
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
、
積
極
的
な
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

②
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
緊
急
整
備

在
宅
三
本
柱
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
・
〈
－
派
遺
事
業
、
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
事
業
、
シ

一
ニ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
に
つ
い
て
府
下
の
経
緯
は
表
４
に
示
さ
れ
る
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
過
事
業
は
、
昭
和
三
七
年
に
開
始
さ
れ
た
歴
史
あ
る

制
度
で
あ
る
。
ま
た
昭
和
五
七
年
の
一
般
世
帯
へ
の
派
遣
拡
大
以
来
そ
の
促

進
を
図
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ
ル
パ
ー
数
、
派
遣
世
帯
数
共
に
な

か
な
か
進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
平
成
三
年
度
の
全
国
保
健
福
祉

マ
ッ
プ
で
は
、
大
阪
府
の
派
遣
時
間
数
は
全
国
五
○
位
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。
福
祉
に
対
す
る
偏
見
や
「
他
人
に
家
に
入
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
」
と
い

う
抵
抗
感
も
一
因
で
は
あ
る
が
、
従
来
一
人
暮
ら
し
老
人
へ
の
派
遣
が
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
制
限
的
で
、
内
容
及
び
派
遣
回
数
や
派

遣
時
間
帯
等
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
な
い
た
め
に
間
尺
に
あ
う

家
庭
が
少
な
い
こ
と
、
ヘ
ル
。
ハ
ー
の
増
員
に
つ
い
て
は
市
町
村
の
職
員
定
数

枠
や
超
過
負
担
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
分
析
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
打
開
の
た
め
に
、
○
介
護
型
派
遣
の
促
進
、
○
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
委
託
に
よ
る
派
遣
主
体
の
多
元
化
、
○
派
遣

形
態
の
柔
軟
化
等
を
進
め
る
と
共
に
、
思
い
切
っ
た
市
町
村
の
取
り
組
承
を

支
援
す
る
た
め
に
平
成
四
、
五
年
の
二
か
年
事
業
と
し
て
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
促
進
緊
急
対
策
事
業
（
平
成
三
年
度
の
派
遣
時
間
数
を
二
か
年
で
二

倍
に
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
市
町
村
の
超
過
負
担
に
対
し
、
四
、
五
年
に
拡

大
し
た
国
基
準
に
お
け
る
市
町
村
負
担
分
と
同
額
の
助
成
を
行
う
）
」
を
実

施
し
て
い
る
。

途
中
経
過
で
は
あ
る
が
、
平
成
四
年
度
末
に
は
派
遣
時
間
数
は
平
成
三
年

度
の
一
・
四
倍
と
な
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
設
置
数
は
一
○
四
二
人
（
老
人

分
）
、
約
一
・
五
倍
と
な
っ
た
。
特
に
、
新
た
な
派
遣
主
体
を
第
三
セ
ク
タ

ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
創
設
し
、
多
様
な
雇
用
形
態
の
ヘ
ル
パ
ー
を
大
幅

に
確
保
し
た
高
槻
市
や
東
大
阪
市
、
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
を
大
幅
に
増
員
し
た
吹

田
市
等
の
伸
び
が
目
立
っ
た
。

派
遣
内
容
に
つ
い
て
も
、
派
遣
世
帯
の
拡
大
や
介
護
型
派
遣
の
増
、
従
来

一
般
的
で
あ
っ
た
週
二
回
（
一
回
二
時
間
）
に
縛
ら
れ
な
い
柔
軟
な
派
遣
が

進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
と
も
在
宅
で
の
介
護
を
支
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

平
成
四
、
五
年
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
促
進
事
業
の
基
盤
整
備
の
上
に
、

老
人
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
質
、
量
共
に
大
幅
な
拡
充
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。

デ
イ
サ
ー
ピ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
整
備
と

も
相
ま
っ
て
利
用
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。
特
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

に
つ
い
て
は
、
社
会
的
理
由
と
私
的
理
由
と
の
間
の
利
用
料
の
格
差
が
取
り

払
わ
れ
た
平
成
元
年
度
以
降
の
伸
び
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て

特
に
痴
呆
性
老
人
の
利
用
の
伸
び
が
著
し
い
。

デ
イ
サ
ー
ピ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
利
用
目
的
は
異
な
る
が
、
共
通

す
る
効
果
が
み
ら
れ
、

○
家
庭
か
ら
一
時
的
に
離
れ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
介
護
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者
の
負
担
軽
減
に
大
き
な
効
果
を
お
よ
ぼ
す
こ
と

○
風
呂
場
が
狭
い
、
人
手
が
な
い
と
い
っ
た
物
理
的
要
因
や
技
術
的
要
因
の

た
め
、
家
庭
で
は
充
分
に
手
が
と
ど
か
な
い
介
謹
を
受
け
ら
れ
る
。

○
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
部
屋
や
筆
ヘ
ッ
ド
か
ら
出
て
、
社
会
的
な
場
に
参
加
し
、

他
人
と
の
接
触
や
日
常
と
は
違
う
生
活
メ
’
－
１
－
を
体
験
す
る
こ
と
か
ら
、

意
欲
や
行
動
が
活
性
化
す
る
こ
と
。

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

大
阪
府
で
は
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
両
サ
ー
ビ
ス
共
に
痴
呆
性
老

人
加
算
を
実
施
し
、
ま
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
は
、
送
迎
が
制
度
化

さ
れ
て
い
な
い
二
○
床
未
満
の
施
設
の
利
用
者
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。

デ
ィ
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
五
年
三
月
末
現
在
、
府
下
に
四
七
か

所
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
未
設
置
の
市
町
村
も
あ
り
、
ま
た
利
用
回
数

も
週
一
回
か
ら
一
○
日
に
一
回
が
精
一
杯
の
状
況
で
あ
る
。
府
と
し
て
は
、

早
急
に
全
て
の
市
町
村
に
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

量
的
に
は
、
少
な
く
と
も
週
二
回
、
必
要
で
あ
れ
ば
毎
日
の
利
用
も
で
き
る

だ
け
の
施
設
数
を
整
備
し
、
ま
た
重
介
護
対
応
の
Ａ
、
Ｂ
型
か
ら
軽
介
護
型

の
Ｃ
型
及
び
毎
日
通
所
が
で
き
る
痴
呆
性
老
人
専
用
型
の
Ｅ
型
ま
で
多
様
な

セ
ン
タ
ー
を
地
域
性
に
応
じ
て
配
置
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
専
用
床
の
整
備
と
と
も
に
「
民
間
施
設
整
備
促
進
助
成

事
業
」
を
適
用
）

②
身
近
な
相
談
窓
口
と
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る
体

制
の
整
備

①
在
宅
サ
ー
ビ
ス
供
給
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

高
齢
者
や
家
族
が
安
心
し
て
介
護
を
続
け
る
た
め
に
は

○
困
っ
た
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
、
信
頼
を
持
っ
て
相
談
で
き
る
と

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
。

○
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
お
り
、
常
に
目
に

触
れ
る
所
に
あ
る
こ
と
。

○
様
点
な
側
面
か
ら
、
「
連
続
し
た
生
活
」
を
見
守
ら
れ
、
緩
助
が
必
要
に

な
れ
ば
す
ぐ
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
「
総
合
的
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
」
作
り
と
し
て
、
平
成

二
年
か
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
デ
イ
ケ
ア
）
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
実
施
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
保
健
施
設
を
在
宅
サ
ー
ビ
ス
供
給
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付

け
た
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
供
給
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
と
し
て
は
、

①
土
日
休
日
を
含
め
、
二
四
時
間
の
介
護
相
談

②
介
護
に
関
す
る
専
門
機
関
と
し
て
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
と

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
市
町
村
へ
の
申
請

代
行

③
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
の
見
守
り
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④
地
域
に
出
か
け
る
専
門
機
関
と
し
て
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ョ
プ
の
発
揮

等
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
対
象
者
別
の
サ
ー
ビ
ス
の
縦
割
り
を
廃
し
、
共
通
す
る
ノ
ウ
ハ

図 1

高
齢
者
の
地
域
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
と
っ
て
医
療
機
関
や
保
健
機
関

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

○
入
院
治
療
か
ら
在
宅
療
養
・
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と

○
在
宅
療
養
者
に
対
す
る
訪
問
に
よ
る
診
療
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
等
の
充
実

○
保
健
、
福
祉
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
わ
た
る
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

○
緊
急
事
態
へ
の
対
応

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

①
脳
卒
中
地
域
ケ
ア
推
進
モ
デ
ル
事
業

退
院
後
の
速
や
か
で
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
、
寝
た
き
り
．
寝
か

せ
き
り
を
予
防
し
、
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
「
生
活
の
場
に
お
け

ウ
に
つ
い
て
は
高
齢
者
の
承
な
ら
ず
、
若
い
障
害
者
に
対
し
て
も
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
設
置
し
助
成
し
て
い
る
。

平
成
五
年
三
月
末
現
在
、
府
下
に
は
二
一
カ
所
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
供
給
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
平
成
五
年
度
中
に
は
三
一
カ
所
と
な
る

見
込
で
あ
る
。
今
後
は
人
口
一
○
万
人
程
度
に
一
カ
所
設
置
し
、
地
域
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
と
し
て
多
く
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(3)

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携
と
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
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る
り
ハ
ピ
リ
テ
ー
シ
ョ
と
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
脳
卒
中
を
発
症

し
た
場
合
に
、
医
療
機
関
か
ら
患
者
及
び
家
族
の
承
諾
の
も
と
そ
の
管
轄
の

保
健
所
を
通
じ
て
患
者
の
情
報
が
提
供
さ
れ
、
市
町
村
が
そ
の
情
報
を
も
と

に
各
種
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
府
は
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
看
護
婦
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
助
成
し
て
い
る
。

平
成
四
年
度
は
九
市
域
で
実
施
し
、
平
成
五
年
度
は
二
市
域
で
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

現
在
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
の
実
施
で
あ
り
、
府
下
全
域
で
実
施
す
る
た
め

の
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
病
院
の
利
用
は
広
域
的
に
行

わ
れ
る
た
め
、
事
業
が
府
下
的
展
開
さ
れ
て
こ
そ
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
と
な

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、

各
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
関
係
各
機
関
の
日
常
的
連
携

が
重
要
で
あ
る
。

②
老
人
訪
問
看
護
制
度
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

老
人
保
健
法
に
よ
る
訪
問
看
護
事
業
を
行
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

大
阪
府
下
に
お
い
て
平
成
五
年
三
月
末
で
八
カ
所
設
置
（
大
阪
市
を
含
む
）

さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
設
置
個
所
数
が
少
な
く
一
般
的
な
展
開
と
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
の
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
と
の
組
合
せ
で
活
用
で
き
る
よ
う
身
近
な
と
こ

ろ
に
も
っ
と
多
く
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
設
置
促
進
の
た
め
に
、

大
阪
府
福
祉
基
金
か
ら
設
置
に
際
し
て
術
品
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
や
、
需
給
調
整
な
ど
経
営
上
の
問
題
、
医
療
機
関
や
福

祉
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
課
題
も
多
い
。

③
保
健
福
祉
推
進
室
の
役
割

大
阪
府
で
は
、
昭
和
六
三
年
度
か
ら
全
て
の
保
健
所
に
、
保
健
福
祉
推
進

室
を
設
置
し
、
管
内
の
市
町
村
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
医
師
会
な
ど
と
協
力

し
て
地
域
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
、
様
々
な
取
り
組
承
を
行
っ
て

い
る
。市
町
村
の
責
任
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
市
町
村
と
保
健
所
で
二
元

化
し
て
い
る
保
健
サ
ー
ビ
ス
等
点
は
責
任
主
体
や
実
施
主
体
が
多
様
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
か
か
え
る
条
件
や
問
題
意
識
も
異
る
。
様
為
な
地
域
特
性
が
あ

る
中
、
そ
の
よ
う
な
多
様
な
機
関
の
間
で
、
情
報
の
共
有
や
協
力
関
係
、
共

同
で
の
事
業
実
施
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
に
は
、
充
分
な
目
的
性
や

機
関
自
身
の
一
一
－
ズ
の
高
ま
り
（
よ
り
よ
い
処
遇
の
た
め
に
協
力
者
を
求
め

る
）
と
関
係
者
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
る
実
態
的
積
象
上
げ
が
必
要
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

府
の
保
健
福
祉
推
進
室
は
、
設
置
後
五
年
を
経
過
す
る
中
で
そ
の
土
壌
作

り
を
進
め
、
脳
卒
中
地
域
ケ
ア
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
推
進
や
、
一
人
暮
ら
し

老
人
支
援
の
共
同
事
業
、
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老
人
を
抱
え
る
家
族
の

支
援
事
業
を
関
係
機
関
と
共
に
行
っ
て
き
た
。

今
後
、
各
機
関
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
る
な
か
、
保
健
・
医
療

と
福
祉
を
つ
な
ぐ
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
た
め
、
社
会
的
条
件
の
未

成
熟
な
ど
困
難
な
状
況
も
多
い
が
積
極
的
な
活
動
を
す
す
め
て
い
く
。

(4)

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
住
宅
改
造
支
援
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高
齢
者
や
障
害
者
が
生
活
し
や
す
い
よ
う
に
、
生
活
空
間
が
整
備
さ
れ
る

よ
う
、
大
阪
府
で
は
平
成
四
年
九
月
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

し
、
住
宅
改
造
助
成
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。

①
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
大
勢
の
人
が
利
用
す
る
建
物
、
道
路
、
公

園
等
に
つ
い
て
、
新
設
、
既
設
を
問
わ
ず
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
、
エ
レ
ゞ
ヘ
ー
タ
ー
、
視
覚
障
害
者
誘
導

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
、
整
備
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
駅
舎
へ
の
エ
レ
§
ヘ
ー
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ
て
い

ヲ
（
ぜ
。

②
高
齢
者
・
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成
モ
デ
ル
事
業

住
宅
改
造
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
老
人
や
老
夫
婦
世
帯
、
身
体
障
害
者

世
帯
に
対
し
、
五
○
万
円
を
限
度
額
と
し
た
改
造
費
用
に
助
成
す
る
も
の

で
あ
り
、
実
施
主
体
は
市
町
村
。
平
成
五
年
度
は
二
○
市
町
村
で
二
○
○

件
モ
デ
ル
実
施
す
る
。
そ
し
て
本
格
的
実
施
に
向
け
て
、
課
題
整
理
や
推

進
方
策
の
検
討
を
行
う
と
共
に
、
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な

る
「
住
宅
改
造
マ
ニ
『
一
ア
ル
」
の
作
成
作
業
を
進
め
て
い
る
。

大
阪
府
は
、
以
上
の
よ
う
に
在
宅
福
祉
と
施
設
福
祉
を
連
続
す
る
も
の
と

し
て
総
合
的
に
拡
充
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
高
齢
者
施
策
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
財
政
基
盤
が
重
要
で
あ
り
、
医
療
費
の
問
題
と
共
に
市
町
村
の

財
政
負
担
と
ザ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差
に
つ
い
て
の
問
題
が
表
面
化
し
て
く

五
ま
と
め
に
か
え
て

る
と
思
わ
れ
る
。
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
役
割
分
担
と
財
政
的
分
担
に

つ
い
て
の
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
公
的
責
任
の
範
囲
と
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
特
に
医

療
制
度
と
福
祉
制
度
の
ち
が
い
に
よ
る
複
雑
さ
を
乗
り
越
え
、
保
健
・
医
療

・
福
祉
の
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
の
利
内
者
負
担
総
額
と
各
サ
ー

ビ
ス
間
格
差
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
本
稿
の
作
成
に
際
し
て
、
高
齢
者
保
健
福
祉
室
、
松
風
勝
代
主
査
の
協

力
を
得
ま
し
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。
）

高
齢
者
の
問
題
と
家
族
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
を
中
心
に
記
述
し
て
き
た

が
、
高
齢
者
の
健
康
作
り
や
積
極
的
社
会
活
動
な
ど
予
防
的
観
点
か
ら
の
取

り
組
み
も
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
健
康
、
要
介
護
に
か
か
わ
ら
ず
、

「
守
り
と
し
て
の
余
生
」
で
は
な
く
、
自
己
の
主
体
性
に
基
づ
い
た
「
明
日

を
追
い
か
け
る
」
生
活
を
若
い
世
代
と
共
に
送
れ
る
よ
う
な
社
会
と
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
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